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青森県農林膵舎研究センター林蓑試験場長 神  剛   

次の礫会に僻介したいと患います。さらには 
育鱒七汐汐一策北育種場並びに東北森林管理風音轟分  
局と当揚が謹摸し，新た奉採種薗め育種母材としで，現  
存す為ヒノギ林から優良樹の選抜も∴進めており（諌細は泰  

盛恥173佐舟木氏番稀〉，地域別の採種園の遵威を準えて  
います。またた次代検定林巧設定を省く目的で，細）蘇  
林放資研究所のご潜尊，ご協力を禅ながら，FDNAマー  
カ←を利用したヒパの個体識別技術の確立才に名取り組  
んでいるとこちです㊤   

痴長澤珊怪吼 唯一・，聴ミい藤披善が発生ノしていな  

い本県ですが二津睡半島日本海側の屏風山地帯にあり，  

藩政時代の16β2年がらぷ植栽が始まった，タロマヅを中心  

とした約5，瑚鮎の海岸林を守るために，、その秋田県境  
からの慮入を食い止めたレーと考えてレ、ます。このため林  

木育種約な対策美してi泰雄育種による抵卿封固体の瀾  
発に取り雲阻み始め潔したp  

新年明けましておめでとうどぎむ－ますら 日頃，骨牌に  

は青森県の林木菅準の推進にご協力とご指導容賜って  
おり′，厚く御礼申し上げます。   

さて，当賂ぬ林水育種ゐ歴史は、，昭和お年，晩中，戦  

後の逮夜により荒廃した山林復興のため，優良種常の産  
匿を目的に設置された県営衛節義成所の設置に戯まりγ  
濃度かの機構改革による統合専の変遷針経て，5＄年目を  
迎えましたbその間，スギを中心にした林木育種事業を  
展開してきましたが，ここ数年ではt森林に対するニー  
ズの多感イヒに応える林木育埋草業に：も取り雛んで参り  

ましたので，その中から字音森らしV、尊貴呑幾っかご紹  

介したいと廉います。   
豊泉め：本に指定されご 日本三大築林扮一七で∴あるヒパ  

は，津軽，下北両半島の国有林を中心に輝線の森を見せ  
ていますが！一方で優良東経材沿生産労音大きぐ減少しくて  

い量ことにンも起因し，ここ壬醗で県内各地め民有林に  
もヒバが多く植栽され為；ようになり，現在，スギの46‰  

にあたる釣40万本が植栽されていますQしかし威その濾  
予は，天然林の伐浮木からの礫取のみで箋好われているゎ  

が現状であり，豊周や遺伝的形質等の開演点があるた  
軌苗木生産者から汲ギのように優良な育種種子の安定  
的供希が強く豊津れてV当ましたd   

そこで，当魅では平成11年度狩ら凍凝固造成顔準備恕  
始め．，平成15年度には精英樹から稲威されるFセ㌔ギミニ  

本県産のタロマツ治  
英樹殺雌親にし，九州  

産マヅノずイセンチ斗  
ウ抵抗性♪タロマツ重臣び  
にアカマyの花粉竣交  

配遷せ†青森県の褒僻  
に遺し，抵抗性の遺伝  

形質を像侍したタロマ  
ツやアイノコマツの生  
産澄目指しでいますか  

0  

タロマツ精美併と抵抗性マツの人工交配   
（平成13年5郎口日）  

チェア謡嘩園」を造成  
するに重りました。ミ  
ニチュア渓藤園は，ス  

ギで先行し造成しでい 
ますが，ヒバは萌芽枝  

が少ないことや梗が堅  
レ￥ことから列吼 蔚園  
とも1．5鱒とす為など，  

スキとはいろ頃あと膏  
捏が異なる点があり，  

まだ1年重荷のため，擁種検鑓や海岸植栽就鹸政党に羨  
りますが，着妥に進めで霊行きたいと考えています。   

最後になりましくたが．今回縛介した二っの事業を蜜施  

するにあたり、，多大なるご指導，ご協力を頂毎号た東北育  

種場の皆様に感謝申し上lヂます、とともに，引き輝き東北  

育種基本区の関係税閲と農務・協力を図りながら，林泰  
育種事業の推進に努め．せ参りたいと考えでおりますの  
で，よろ1ノくお願い致します8  （平成15年10月22日）  

20D4年1月号の紙面  

青森県の林木膏准の展望  
【育種トピックよ】   

【技術′－ト】選ばう！宅寒鱒浄広葉樹………………岬‥8  
【定点観察】広葉瀾囁着花情報…          ＝・9  
【会意朝奮】  新滑県′のミニチュファ構図の改，良言十画‥・‥・・   

卑やぎのスギ‡わ新たな可帯封生について‥…・  
【東北育種場坑〉事業・研究職介シリーズ】   
茶北育種場におけるマツ′ノザイセンチュウ抵抗性品種の開発‥・‥   
寮生頗癌一棟がらの次世代品種選抜接術の開発・…・・  

【お知らせ】新流通伝子銀行110番の開設…‥＝  

平成15年度東北林業試験研究機  
一杯本音種専門部会－  
平成15年廣林木育種推進策＝北地区技純琶巧会  

林木膏j陸のPR）隈況  
ミニ林木育種事典   
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【う トピックス】  

新潟県のミ＝チユア採種園の改良計画  

新潟県農林水産部治山諌 藤原 靖丈  

a 改良の必芋性  

（1）青線成果の反映：次代検定林の調査結果による   

推奨品種や雪害抵抗性品種を採種園に導入する必   

要があります。  
（2）採種木の生長：深榎木の生長に伴い間伐の必要   

が生じ資す。また枚が繁茂す急ことから，任意交   

配に支障が生じますb  

（3）採種堅の低下：ジベレリン処理を行って車間的   

に着花結実させているため，採棟木の老朽化が進   

み，採種量が低下しております。今徽種子の計   

画的生産に支障が出為恐れがあります9  

（4）作業の効率化：植栽間隔力戦し、ため，枚条や肥   

料等の運搬は人力で行っています。このため工作   

業効率が意く，また経費増大の一因となっでVlま   

すふ   

4 改良計酉の立案  

（1）スギ精美樹特性表等を基に導入品種の検討を行   

いました。  

（塁）改良面積の橡静：造林面積の減少に伴V㌔輝子   

の需要量も減少しているため，採種木の改良面積   

を検討しました。  
（∋ 生産サイクル：3年サイクルで種子を生産L   

ます（帝芽枚等育成年，ジベレりノン処理年，種子   

種年）。こ昭ため，1年与こ必要な採種木の3倍の   

本数を改良し，種子の連年生産を図りますも   

㊥ 年間種子生産量：平成19年慶の県内ぷギ苗木   

需要量を522千本（200ha）と見込み，ノ これに必   

要を種子を算出すると3稚gとなります。これに   

備蓄用種子9噂を加えて年間46脚種子生産   

体制を確保します。 
＠ 改良本数：採榎木1本当たりの採種牧童は38  

gで計画Lます。（30gは，財政蕗局の査定億で   

あり，元利ま当初造成時の計画値です。）   

46，000（g／牢）÷30（g／奉う≒1，朗0（射隼）   

1，540（村年）X3く如ック〉＝4，6独奉）   

㊨ 採種木の植付け間隔：現在の植付け間曙は，   

75em～1的¢mですが，今回の改良では「採種囲   

1 はじめに   

林木育種の成果は）改良眉れた優良准百を早期に  

供給する必要があります。′従来の採種園では，賽用  

的種子の生産まで10年以上必要とすることが問轟で  

したて。このため，新潟県林業試験場（魂森林研究所）  

では，品種改良を効率的に進める手段として有効と  

考見られる「ミニチュア採経園似下，「ミニ凍種  

囲」という。）」について昭和57年から研究を開始し，  

各種データを検証して，実用採種園の造成に至るこ  

とができ草した。   

事業用ミニ採隆国は，三島郡和局御大宇目野浦地  

内にぉいで昭和63年に造麟を瀾始し，平成3年に完  

成しました。これを受けて，県内の採陛圃の塵堀  

合を図り－平成5年には県内で必要とするスギ種子  

軋すべてミニ採種園で生産されることになりまし  

た．、   

しかしタ採種本を植栽してから10年が経過した時  

点で，様々な間題が生じたため，平成11年度に採種  

園の改良にづいて計画を立案し，平成13年度から改  

良用苗木の養成を尉始しましたので，その内容につ  

いて相介しますb   

2 スギ主＝チ土ア鵬鼠¢諸元（遣嘩時）   

施療面積 2．80ha（採種木植栽面構1．5掛a）   

植栽本数 22；即日本（滴英樹郎系統）   

生産計画 3年サイクルで，牢固25飯盛生産  
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渡衝マニュアル」に従い12馳m、とLます愈聞隔を  

広lヂることにより，作業効率と種子生産量の向   

上が期待できます。   
㊥ 嘆息面積：4，ら如（羨）÷6，軸毎射瑚汝10，000＝   

6，6勘鱒うが改良に最低限必要な画餅七なります疎  

（3）改良期間：種子申達年生産には3プロッタが必   

要なた軋3カ年で改良を実施したいのですが，改   

良鹿費が種子売払い単価に反映し単価が高騰す   
るため，1年当たりの改良樫費を低くする必翠が   

ありました。このため，12カ年で改良を行うことに   

しました¢  

（4）年間改良本数：4｝62P棒）÷12絆）＝3取材輌  

（6）改良手原：県内で選抜された聴英樹と随時公表   

きれる推奨品種’・雪害抵抗性品種を導入します。   
⑳1年日∴原種を保存しでレゝる朝日灘木育種固  

から探穂，森林研究所で挿し木増殖   

㊥ 寧年目…森林研究所で引き鋳き苗木養成   
紗 3年月…苗木を養成七，故に番木をミニ採療   

園へ運搬。採種園におレーて佃採種木・根株の陰   

気耕姐採経木植付軋真竹支柱の設置作発  
を実施。   

5 改良榊にういて   

改良にかかる経費は，森林研究所における苗木の  

轟成経費，ミニ採種園における旧採種漆の除去経費  

などが必要となります。作葉肉督ごとの経襲払下  

表わとお牒ですや   

竜一1 385本／年にかかる改良経費（予算ベース）  

¢ モ¢他  

（1）作業絡臓の確保：植栽間隔を1．2mに広げ作琴効   

率の向上を図りますが，さらに区画中央部に作業   

膵幅：2mを確保し，ホ型機槻での資材連蠍を可能   

とします¢  
（窄）条件の良い区画で改烏を菜施：ミニ採種園の植   

栽面積1．5壬1aほ、，地形の関係で25の区画に分けてお   

ります。改洩に必要な最小限わ面積は0惑7haやあ   

や作業路棺を加算しても1励aまで必要ぁりませ   

ん。このため，草の横付け可否や区画の大きき・   

取 日当たり具合，排永怪等申条件が良い区画に   

改良を行います。  
（3）クローンの配置計画：タ［卜＋ン銭配置塑は25塾   

でありくますが，区画が四角形でないため，配置計   

画が難しいです。   

7 蓼 考  
（1）採稔和本当たりの線種量   

17．4g （H3～H14の採種宴綾、の平均）  

（2）発芽率 46．0％（35．5％）（H7～′H14平均）  

糾1威め啓子数 443粒∈329粒∋（打7んH14平均）   

なお，（）肉数偉は，長岡林木育種園産経子の催   

8 おわ別⊂   

当県ではl過去に計画した採種量を確保するため，  

採種単でないブロックで種子を採取したことや，休  

止年を設けず種子の生産を行った時期がありまレ  
たゎ乏のため，採種木の老朽化を早める緒果となり  

ました。今後iま，生産サイクルを遵守し，採種木の  

養生を確実に行っていく必要があります。   

参考資料   
林木育粒挺進東北地区簡請合・林木育種センター  

東北育種場：東北育種基本区スギミニチュア採極園  

技術マニュアルよ2001  

（1  

作 尭 内 容   経 費  

南本東成（1年計ん3年削   別撥千円  

旧採種泰の除去作業   78千円  

旧採種木の処理費   121千円  

採種木植嵐支社設置   349千円  

工事諸経費等   311千田  

攻稚経費合計   1，095千円  

表－2 改良作巣と，種子採種の年次計画  

1年昌  採穂    養成   □   △   ●   ［］   ●   ［コ   △   ●  

2年日  採穂  養成   ◎   口   △   ●   ［］   △   ●   ［］   

5年日  採穂  養成   ◎   □   ●   ロ   ●   ＝  

4年目  採穂  養成   ◎   ロ   △   ●   ［］   △   ●  

5年目  採穂  養成   ◎   ［］   △   ●   ［コ   △  

牽成   攣 ［］   ●   一    ＿▲  ［コ  

以下，12年目まで造成が続く  

◎′：植栽年・ロ：萌芽彼等育成年 △：ジベレリン処理年 ●：種子採裡年   
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⊂机  のスギの新たな可能性について  

宮城県林業試験場 伊藤 俊一  

して検定林の生育を含めた下記の項目について評価し  

ました（表参照）。   

これらの形質は，検定評価して取りまとめ，宮城県  

の精英樹嘩性表として現在，作成を進めています。  

表 適合地域別クローン評価  

1．1まじめlこ   

林木育種事業は，昭和32年から全国で体系的に閑綺  

され，以来45年が経過しました′。この乳首城県でも  

特に成長や形質の優れた精英樹の選抜を行い，これら  

の遺伝性の確認や特性の把握を行うために次代検定林  

を設定し，その調査を定期剛こ行ってきました。   

その結果，精義樹ごとの特性が次第に明らかになり，  

在来品種に比べても優位な成長を示すものが認められ  

ています。   

従丸林木育種事業の成果は県内全域を対象として  

精英樹の採種（穂）園を造成し一案生及びさし木（クロー  

ン）により優れた苗木を供給してきたところですが，  

検定林ごとの成長特性と地域区分について検討したの  

で紹介します。  

項 目   特性形質   

成  長   15年整数の樹高・胸高直径   

樹幹適直性   真円性   

抵 抗 性   寒風音・スギカミキリ抵抗性   

材  質   材色・啓猥密度等   

攣材質は現在調査中  

空．クローン評価の方法   

精英樹の特性評価は，東北育准基本区スギ精英樹特  

性表で、も発表されでいますが，今晩特性の優れた糖  

英樹を早期に普及するために，県内を検髭林設置箇所  

から細分化しト推奨品姪の適合地域及びクローンの特  

性を示した特性表を作成検討することとしました。今  

回解析の対象とした次代検定林（クローン）は民有林畠  

筒乱国有林3箇所を対象とし，評価基準を15年生次  

としました。   

解析方法は∴検定林別にクローンごとの最小二乗推  

定値により検定クローンの順位を付軋そ、の席果を比  

較することで評価を行いました。  

図 配布地域区分  

3．慈果   

糖英樹ごとに検定林内の順位と偏差侶碇基づいて5  

段階評価をし，、さらに各検定林の生育の現況評価等を  

勘案してその地域での適応性についてまとめましたや   

この評価結果は環境条件等もあわせて考慮し，宮城  

県を東部（6地域），西部（4地域〉の配布地域に区分し  

ま’し辛（図参照）Qまた，林家や川下ユーザーなどの要  

望を参考に宮城県における林木育種上で重要な形寮と  

4．おわりに   

推奨品種の特性と適応地域を示すことは，県内の造  

林地において適地適クローンが現実となり，優良種苗  

の早期普及の礎となるでしょう9   
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ほ北育種場の事業研究シリーズ1  

東北育種場におけるマツノザイセンチュウ抵抗性品種の開発  

東北育種場 育種課 東原 貴志  

1．能くい鱒膏と榊  

東北地方における枚くい虫被害は北上を挽けてお  

り，掛こ海岸線沿いのタロマツ淋の敬啓は深刻です  

（写真－1）料祭観保全，潮害防止i飛砂防止などに  

果たすマツ林の役熟ま大きく，これ以上の被害拡大  

を食い止めるため．東北地方の各県では被害木の伐  

挽や薬剤猿人等による防除が懸命に行われていま  

す。東北育種場では各県と連携しながち，松くい虫  

被害への育種的対策として，平成4年廉から「東北  

地方等マツノずイセンチエウ抵抗性育種事業」に取  

り組み，マツノザイセンチュウに対して抵抗性をもつ  

アカマツお、よびタロマツ品陛の開発を進めています。  

〔、）  

写真一2 マツノザイセンチュウの人工接種  

写真一1海岸線沿いにみられる披くい虫被害  

之．酬¢桝  

これまで転乗北育種場と各県では，マツノザイセ  

ンチュウの政審飽から，健全なア労マツおよぴクロ  

マツを合計1，700本以上選抜し，マツノザイセンチュ  

ウ抵抗性候補木としました。これら侯禰木のタロー  

ンに対し，抵抗性を確認するために，マツノザイセ  

ンチュウを人工接種し検定を行います（写真2ン）Q抵  

抗性が認められない候補木は，人工接種後早いもの  

では4～6週間で樹木全体が枯死します（写真3、）。  

東北育種基本区の各県で行われる検定（一次検定）り  

符東食格した候補木（帯軍学が低く，健全率の高い  

もの）む；ついて，東北育種場で再度検定が行われ（二  

次検定），＼合格した候補本にづいて軋林木育種セン  

タ」新品観閲発豪農舎に齢ける審議濠経て，マツノ  

ザイセンチュウ抵抗性品種として公表されます。   

来北育種場では，平成14年慶末までにアカマツ劫  

個体を抵抗性品種として開発しましたや今年度も検  

定を衝い，ア、カマツの低廉北育種基本区では初め  

てとなるタロマツの抵抗性品種の開発が見込まれで  

います∂   

】．ウ儀仰噌旧欄隕  

抵抗性品種の開発については，新聞紙上で取り上  

げられ為など（河北新報平成15年9月9日付）一般め  

関心も高く，各県からの期待と要望iまますます敷く  

なっています。溺北育種場では今後とも各県と緊密  

に連接し，マツノザイセンチエウ抵抗性品種の普及  

による森林病虫害の減少に向けた取り組みを推進し  

ます。   
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【苓北菅饗場一昭鬱蒼研究シリー剤  

実生検定林からの次世代品種選抜技術の開発 
＿  

東北育種場育種課 何輪 久男  

優れ，通底な個体を選抜するようにしています（写  

真－1）b  

1．はじめに   

次代検定林（以下，検窺林）の役郵の一つiま，盛期  

調査によって得たデータを解析して，精英樹、の評価  

を行うことです。また，それぞれの精英樹がどの地  

域に適するのか牽判嘉し，種苗の酌婦区域を見直す  

たぬめ基礎資料を得る目的もありますやこのように  

有掃創青報を得て，その踏襲を育種事業に反映させ  

ること昭他に，検定林に植栽されている材料凌括用  

することもできます。その一つが，次世代品種め選  

揆です。なぜなち，育種原理に従えば，精英樹の実  

生象系沿中には，さらに優れた個体が含まれでいる  

可能性があるからです。  

≧．次世代品種の選抜方法   

さて∴険定柊からどのように次世代品種を選抜す  

るめが効果的でしょうか？その答えは，まだありま  

せん。検定林の所在する環境や個々の検索林の設計  

が多様なため，選輝方法の画一化は困難であること  

が容易に推謝されますQしかし，いずれの検定林に  

も末節調査によって集措した多くの情報があること  

から，これらのデータを活用する方法は有効だと考  

えられます。   

このことからスギの場合，東北育種場では選抜指  

数を利用して逮捺する方法を試行していますα  

その方法は～選抜を実施しようとすあ検定林のデー  

タを再V、て，まず家系別や個体どとのう翠按指数牽算  

出しますむそして，個体ごとぬ選抜指数は現地の植  

栽本にあわせて選痍資料を作成し（囲－1），机上で  

の選抜を試みます。最後にその資料に基づいて，裳  

際に当該検定林で踏査を行って机上で海抜した家系  

や個体を検分するという手順です。   

アカマツの場合は，30年次を超えた検定林では自  

然枯損によって植栽木の韓存寧力鞄0隠濃度になるた  

め，調査野幌と現地暗査によって選抜が十分に可儲  

です。アカマツではザイセンチエウに対する抵抗性  

わあることが必要条件です。幸いなことに，東北の  

アカマツ頼英樹の中にはザイセンチェウに抵抗性を  

もつもゎがセ、くっかあ机 この家系の申かち成長に  

し
 
 
 

き．選抜における脚の必宰性   

先に記した選抜指数による方法で，スギの検衰林  

で実際に選抜をした時の問題点を述べますり   

検束林の通常の定期調査では！調査形質が樹高，  

胸高直径，根元曲がりなど限られていますaこのた  



東 北 人の 林 水 面 獲  物1閏 20払1  7  

め，これらのデータから算出される選抜指数を参考  

に現地臍査を有うと∴指数値の大きな個体め成長は  

良いのですが，概して「アバレ木」であろ場合が多  

いようです。   

しかし，通直で良好な形質であっても成長の劣る  

個体は，東北の冷涼な気候を考慮すればやはり選抜  

できませんぁつまり∴寒扱楷教を算出しても，実際  

め選抜には検定林の現地酪塞が不可欠です。   

4．おわ引こ   

各県が設定した検束林も，38年次調査が行える段  

階にきています。実生の検定林であれば，人工交配  

による材料でなくても次世代品種め有力な候補木が  

あるはずです。家系の評価軋 これまでの定斯調査  

の結果から容易に行えますので，単に現地跨杢によ  

る方法で、も次世代晶穏にふさわしい個体を克っけら  

れます。   

検定林の材料から次世代品種の選抜が行えるほど  

の年月の経過を思うとき，林木育種における集周選  

抜育種の適切きを実感するとともに，林木育種事業  

を担ってきた多くの先輩の有利こ敬意と感謝の意を  

表します。  

林木遺伝子銀行110香の開設  
0  巨樹・銘木等の遺伝資源のクローン増殖サービス  

1概 雷  

独立行政法人林木育種センターでは，天然記念物や  

巨樹，銘木等の樹木を対象に，後継樹を無料で増殖サー  

ビスを行う「林木遺伝子銀行11呼」を観讃しました¢  

この林木遺伝子銀行11、0番ほ。団藤や個人等が所有する  

天然記念物や巨樹，銘木，有名本尊の樹木が高齢等で  

衰弱している場合をどに，全く同じ遺伝子を受け継い  

だ後継クローンを挿し木や篠ぎ束等の方法により増額  

するサービスを行うものです。  

増殖したクローン苗木札所有者へ里帰りさせると  

ともに，当センターでも林永遠伝資源として保存し ま  

軒∴研究材料として活用させていただくことくとしますα  

し  2朋サーピスの対象  

これは林木のジーンバンク草葉の一環として行うも  

秒でありり増殖サービスの対象は，次のものを予定し  

ています。  

⑳ 林木遺伝資源として，当センターに保存する価  

値を有しでいると考えられるもの¢、（天然記念軌  

巨樹∵餞木等）  

㊥ 上記①の条件を有し，高齢等の理由による衰繭  

が見られなど，後継樹の増殖の緊急性が高いと判  

断されるものゎ  

なお，樹種や樹齢等によぅては，挿し木やぎ本  

尊による増殖が難しい場合もあります。  

さ クローン増殖手続蕃  

クローン増殖ノを希望される方iも下記の110番窓口ヘ  

電話等で要請してくださいp  

【遺伝子銀行1川添窓口〕  

北海遥  
林木育種センター北海道育種場  
電話：811－3鮎－50S7   

東北（福島県を除ぐ∴紛   林木育種センタ÷←東北育種場   

落県  電話：0196弘4805   

林木育種センタ←関西育種場  
近畿，．北阻 中国，四国       電話：Q白銅－38－1767   

九州，、沖縄県  
林木育種センター九州育種場  
電話：0≦姻2423151   

4 これまでの闘い合わせ状況   

平成15年12月1日閑談以来，これまでに13件のク  

ローン増殖を受諾しています。うち東北育種場では秋  

田県中仙町の「豊栄の聡」等4件を受託しています。  

写真 軟田県中仙町「豊栄の松」  

（東北育種場遺伝資源管理課 星 米審）   
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技術ノート  

選ばうJ素敵な広葉樹  

聖二．二は髄転  

今回橡「形質的に優れたクローンめ選抜」を観点  

に平成10年度から進められている，優良広葉樹育種  

推進草葉及び広葉樹優良形質木育種推進プロジェク  

トにおいて選抜されてVlるもののうち，ブナ，ケヤ  

ギについて紹介したいと思います。   

この事業は平成19年度まで轟きますが，平成14年虔  

までの結果は，義一1のようになっています。  

表－1優良形質候補木選抜状況  

においても、実滴きれています。   

ケヤキについて、も 

たところ臥2のようになり，岩手県内陸等漕マブナ同  

様に追加選抜する必要があります。  

選抜機関  
育  20  

秋  17  

ブ ナ  東  20  

（精   51  

計   108   

音  豆7  

官  7  

ケヤキ  秋  17  

東   8g  
計   14Q   

図－2  

このように，実際選抜した箇所を地図上に示して  

みると，未選抜の箇所や，以降の選抜箇所選定等の  

作業が効率的に進められます。  

4．おわ引こ   

このプロジェクトで選抜された候補木をご紹介し  

臥抒鮎形質鮪補木の選抜   

ブナ優良形質候補木は，青森県，秋田廉，東北育  

種場の3機関で選抜がおこなわれており，既存の精  

英樹も候補木に含めることとなっています。   

そこで，選抜された候補木の所在地を地図上に点  

で落とすと図．1のようになります。  

青森県田子町（ケヤキ）  秋田県田沢湖町（ブナ）   

図－1  

この固から分かるとおり，秋由県沿嵐宮城県沿  

岸及び新潟県は未選抜地であり今後，これらの箇所  

からの追加選抜を試みる必要があります。  

このような形質の優れた樹木を探すことは大変な  

作業ですが，今後の林業の発展のた捌こも未選抜地  

からの選抜を早期に実施し，多くのニーズに応えら  

れるよう，関係機関との連携を図りながら育種推進  

に必要な素材の保存を進めてV－こうと考えていま  

す。  

（東北育種場遺伝資源管盤課 今野敏郎   

簿：，惣や手優良形賞候補木の選抜  

ケヤキの選抜はブナにおける3機関の私営城県  
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広葉樹の着花情報  

「東北の林木育種」』17Q，2002年6月号で掲載された定点観察について，その後の観察結果をお知らせします。  

観察終果の報告が遅くなりましたが育種母材収集等の参考になれば幸いです。  

1．ケヤ事（地相 励β虎）  
撮磨地：岩手県盛岡市 岩手廉常連動公園内  

位置：北緯390亜′05”，東経141鐙07′鎚”  

植栽時期：1970年ごる，苗木の産地：不明  

樹高：14叫胸高直径：56cm  
観察月日：2M年5月4日から10月11日童で  

2002年5月4日  5月4日 開花  6月4日  7月4日   

観察した2002年はケヤキの着花の不作年で，街路樹の  

連続調査固20本のうち開花した個体は開花の多少を問わ  

ず5本でした。そのうちの一番着花が多い個体を観察本  

に選びました95月4日に開花し，輝竃馴こ成育し鰐実し  

ました¢10月4日までは着果（巽）を確認できたカ音，その  

1週間彼の10月11日には，ほとんどの種子が道路に落果  

しており，清掃されていましたこ   

参考までに，平均気温を気象庁のホームページかち2002年  

岩手県盛岡市のアメダスデータを引用のうえ記載しましたむ  

ノ＞、J  

10月4日 この後落果  

気温℃  

2．トチノキ（A血血由β由Bltlme）  

撮影地：岩手県滝沢村東北育種場遺伝資源保存園内  

位置二北緯39挙爛′47”，東経141α08′51”  

植栽：1964年5月，苗木の産地：青森県十和田市産  

樹高：14m，胸高直径：38Gm  
観察月日：2002年4月23日から9丹25日まで  

2002年4月19日  5月15日  5月22日 開花   

20q2年4月から9月まで観察を行いましたd′6月上旬の  

我が終了した後に遅霜の被害がありました。9月1日から  

9月25日までトチの業713個が得られ，一個当たりの平均重  

量は12．9g，重量の最大と最小は奴3gと1．4gでした。な  

お，2002年は近隣の山地ではトチの実の豊作年でした。ノ   

近隣の平淘気温として気象庁のホ←ムページから；狛02  

年岩手県立山村好摩のアメダスのデータを引用しました。  

4月24日  

7月4日 遅需被害で  
花革の先番が枯れた   

9月4日  

（東北育種場 育種技術専門役 欠畑 倍）   
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顔感l  

平成15年度 乗北林業試験研究機関連絡協議会  

＝■   
平煉15年9月35日及び露日に宮城県仙台市（勾当  

台会軒で平成15年虔東北林業謬験研究機園道路協  

議会林木膏准専門部会が∴東北地方等の各試廠研究  

機閲が出席し！開催されました。   

概要遮題下めとお、りです。  

題が報告され1今後の取組み方法などの意見交換を  

布いました。  

5．最近の情報撮棋   

青森乳山形県★確島県及び東北育嘩場から5課  

題が報告きれぇ各磯開の現状をっ交えながら，今後の  

進め方について意見が出されました。その中で山形  
県からスギのアレルダン含量について，福島県から  

ほ又ギ不聴性個体について報告され，スギ花粉関係  

の取離み状況が議論されました。   

¢．榊伝研究朋に関する研究   

森林稔合研究所の長夜轟俊森林遜伝研究領域長よ  

り，森林遺伝研究領域関連で取組まれている競争型  

資金による主要研究課題について説明をいただきま  

したb森林総合研究折の交付金プロジェクトについ  

ても紹介され，さらに山形県，秋田県および東北支  

所が連携している課題につ七、ても紹介きれました。   

7．講濃会   

林木育種センダー本所の乗延晋育種課長より「実  
生採種林を用いた育種法の得巣」と題した講演をい  

ただき，引き繚きフリーディスカッションを行い草  

した6広葉樹採種囲の設計等の進め方にづいてアド  

バイスをいただいた後，課題化や競争塑資金の獲得  

についても括発な意見交換が行われました。  

■
．
．
測
－
 
■
「
 
 

写真－1 室内協議の梯子  

1．様相＃書円部会¢運営について   

育種部会は今回で第二回目を迎え，より良い運営  

に向けて，事務局某が提案され，これに対し各機関  

から「情報変換の場」，「課題化に取組む場」として  

運営すべきであるという意見が出されました。これ  

らの意見を勘案しながら今後柔軟に部会を運営して  

いきます。   

2．平成1坤魔の主要研究課旺にっいて   

各機関の研究課題が資料として報告されました。   

3．平成16年船脚究推姓上で取組みが必要研   
究軸について   

岩手県，宮城県，秋田県，山形県から4課題が提  

案され，その概要が鋭明されました。ぞの中で宮城  

県と山形県からはマツノザイセンチュウ抵抗性マツ  

についての取組みか発表登れ，被害拡大により抵抗  

性マフの普及及びその事棄化が急がれています8課  

題化までには至りませんでしたが，今後各機関で研  

究を進め，今後も部会で談論していきます。   

4．縦の研究成果   

青森県，着手県，福島県及び東北育種場から4課  

写真－2 菓延課長による講演の様子  

（東北育種場連絡調垂謙 小野 雅子）   
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会帝報菅  

平庇15年屈 杯不育種柁延栗北堰匡‡支机口正芳   
「
一
 
 

F成1ち年11月26日と27日，ン2日間にわたり，平成15  

年庭林木育種推進東北地区技術部会が，東北地方等  

の各森林管理局および各県就験研究棟関が出席し，  

岩手県盛岡市（労働瀾社会館）で開催されました。   

問要は以下のとおりです¢  

が，対象家系を含む68系鹿について発表されました。  

優良な系統については，採種園に植栽するをど活用  

きれます：ふ生存率についてさらに解析を行い，平成  

16年度地区協読会であらためて一会表します。  

l．広■m   
昨年度の麹区協議会からの付託により検許されて  

いた「広葉樹増殖技術関係カード」が別冊として配  

布されました。対象10樹種（推進計画の9樹種および  

宮城県から要望のあづたミズキ）については元資料  

を取り寄せ（1月束），事務局で整理し各機関へ逓送  

（2月束）Lますウマニュアル化の可否については部  

会メンバーで判断します。 

‡．広剛¢   

本年度の地区協議会で付託事項として対処方針が  

授業されました。情報が少ないため，今後技術部会  

等で情報交換に努めます¢  

ぢ．高森蒜郁欄随鴫僧■   

フリーデスカッションの時間を設軋情報交換を  

行いました。検定林のラベル用ピーチコート敵の改  

良，て種苗配布区域の見直しについて議論されました。  

ビーチコート覿についてはセンター本所に提案，ま  

た獲甫配布区域については基本区で情報収集を行  

い，協磯会等で検討します。  

丁．冊   

磋苗配布手続きの様式改正，代金納付前昭硬膏等  

引き渡し及び12月より林木育種センター本所及び冬  

青種壕に設喪される「林木造伝子銀行110番」につい  

て報告されました。また，本部会の次期役員が決定  

されました。  

l．示面再盲馳せ   

各棟閣が東北育種場の担当者と個別に今後の育種  
事業について調整を孝子いました。  

（東北育唾場連絡調整課 小野 雅子）  

写真 堂内協議の様子   

1．軌方繹マツノザイセンチュウ脚   

集について   
東北育種恕で平成15年度に実施されたマツノザイ  

センチュウ抵抗性一次検定及び二次検定の実施結凍  
が報告されました。二次棟浣合格本についてはト新  

品種開発委貞会での協諌により，正式な合否が決定  

されます8  

「マツ類のさし木増殖共同試験」については，今年  

度の試験結果が各機関から発表されました。発根条  

件の成果が報告きれた中で，今後の課題について明  

らかになってきた点もあり，来年度も各棟閑で取組  

むこととなりました。  

2．次世代檎走㈱tり♯いについて   
本年度の地区協議会で決定された「束北育種基本  

区における次世代検束林の調査と管理について」を  

受粧 その具体案である「検定林の洩術マニ旦アル  

（案）」及び「次世代磯宏林の問伐指針く案）」が提案  

されました、。今回出された意見からさらに修正案を  

琵案（1月対，地方機関及び調査者等の担当者から  

の意見を収集く3月末），来年度の協議会（7月中旬）  

で決愛します。  

さカラマ珊■中■■   
カラマツの10年次にお労る樹高と胸高直径の評価  

お詫びと訂正   

本誌恥173号の1ページの「北上するマツ材線虫病被害と  

抵抗性新品種の開発状祝」の文中，凄「東北地方のマツノザ  

イセンチュウ抵抗性品種」守誤りがあわました。  
お魚びして訂正します。   
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林木育種のP R状況  

平成15年西月以降に当場に視察及び研修等で東陽尊れたなかから主恵内容を紳介します。  

8兄29日  

青森県県林抽象  
世才ター林業観象瞳  
十和田ほ場現場職員  
観察諌修㍑名）  

苗鯛管理、増殖方法  
にりいて観察  

9月27日  
自然世塾塾生（34名）  

林木育種事条の艶明  
後、「本ぬ実」由観  
察収集及び播梗篠験  

10月之1日  

若手県縄沢村主催  
「棟内メ雫スめぐりツ  
アー」参加者（3鴫）  
林木の品種改良の準  
艶にりいて説明後、  
琴内の遺伝安野保存  
林琴についで視察  

u月6日  

鹿北森林管理局青森  
分局主催民有林・固 
稲梓採術交野会参加  
者（5り各）  

場内裸察及び材質調  
査ヤ材質検定にりい  
て夜明  

（東北育種場連格調整諷 藤本 健一一）  

ミ ニ林木育種事典  

みにちゅ組ル組ん【ミニチュア採種国順守誓書詣筈諾霊諾霊雷  

‥ 

≡． 

日に植栽，2年目に着花促進処理を行い，3年日で穏  

予生産が可能となります。成長の遅い地域で‘も3年  

目に着聴促進処理を行い震4年冒には種子を車座す  

が発生し花芽が形成される，さし本による大量増殖  

が可能である、などの点からです占及ギの他にヒバで  

あミニチュア探耗園の造成が試みられています。  

北育種基本区では，平成12年3月に『東北育種  

妄本区スギミニチエア採種園技術マニュアル』  

ることがで‥きます。そめために，  

整枝勢定，施阻陰乳療忍など  

の管理を行います。  

を地区協演会で作成しサ ミニチエア  

深慮園の設乱造成，管理沿マニュ  

アルを作成しました。平成14年度ま  

でに新潟県，青森県，宮城県にスギ  

のミニチュア経穫園が17箇所・  

3．59地達成されでいます。さらに，  

ミニチュア採種園内の花粉動態や  

多雪地帯での管理方法などの研究  

が簸められています¢  

リットは．新品種を早期に生  

産できるとV寺うことです愈凝  メ   

来の採種園の半分以下の時間で種  

子生産を行うことが担来るため，  

早期に新品種の種子配布が可能と  

なります。また，採種木力叫ヽ巻く  

（東北育種場連絡調整課 カ、野 雅子）   更新が簡単で，植栽間隔が狭く水面構なためニーズ  

に応じた多橡な品種を生産することが出来ます鳳さ  

らに，作業を集鞄して希うた妙にコストの削液，生  

産効率の向上が見込まれます。  

ス芸㌫宗完言慧漂蒜…‡冨芸芸芸  


